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近年、人工知能（AI）技術の発展はめざましく、ChatGPTやGemini、Copilotなどの生成AIは、日

常生活をはじめ教育、研究、ビジネスなど、様々な分野で便利なツールとして活用されています。 

 

しかし生成AIは大変有用ではあるものの、その利用に当たっては特別な注意が必要です。特に

以下の点に注意するよう心がけてください。 

 

 

（情報の信頼性） 

生成AI で作成される情報には誤りが含まれることもあり，他の信頼性の高い情報源を参照する

など、確認を怠らず慎重に判断する必要があります。 

 

（個人情報・秘密情報の流出） 

個人情報や秘密情報等を生成AI に入力してしまうと、それらの情報が意図せず流出・漏えいし

てしまう可能性があるため、個人情報や機密情報等に当たる内容を入力しないようにしてください。 

 

（著作権保護、剽窃（ひょうせつ）） 

生成AI から得た情報に著作権のある文章や画像等が含まれている場合には，著作権を侵害す

る場合があります。また、生成AI の出力をそのままレポートや小論文、学位論文に転用することは

多くの場合「剽窃（ひょうせつ）」（不正行為）と判断される危険性があります。その結果、処罰や訴

訟になる可能性があるため、特に留意してください。 

 

（学修上の留意点） 

レポート等の作成に際し、生成AI で出力された回答をそのまま利用すると、皆さんの理解が深

まりません。内容を理解せずそのまま利用するのは厳に慎んでください。授業等において、教員か

ら生成AI の使用について制限されたときは、その指示に従うようにしてください。 

 

 社会では、生成AIを使いこなして業務の効率化を図ることがすでに必須となっています。大学で

の学びの中で、生成AIのメリットとリスクをしっかりと理解し、生成AIスキルを身に付け、AI時代に活

躍する社会人となることを期待しています。 


